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過疎・少子・高齢化の伸展が著しい北条地区の超高齢社会は目の前で
ある。 

そんな社会に対応するため、地域で地域を支えあう助け合いのシステ
ムが必要と考え、平成１３年度、公民館で「人材バンク設立講座」を
開設し、北条に適した人材バンクのあり方を住民は学んだ。 

そして、平成１４年４月１日、「北条地区助け合いセンター」を発足
した。 

平成１９年４月１日より、ＮＰＯ法人「北条人材バンク」として独立。 









 

 ◆ 北条地区の被害 

   全壊：９棟／大規模半壊：２２棟／半壊：７７棟／一部損壊：２７１棟 

  

 ◆ 問われた地域の防災力 

   

  ① 地区内には防災組織は整備されておらず、被害状況の把握や安否確認に手 

    間取った。 

     ② 被災者が一番望んだ救援物資はブルーシート。情報不十分にて被災者にい 

         きわたらなかったため被害を一層大きくした。 

  ③ 停電により固定電話は使用不可、携帯電話も北条地区内の電波状況は悪い 

    ため、連絡手段が全く取れなくなってしまった。 

  ④ コミュニティセンター前の道路が狭隘なため、大型車や緊急車両の出入り 

    に支障をきたした。 

  ⑤ 地区内唯一のスパーマーケットが撤退。小売店はもちろんなくなり、地区 

    内には生鮮食品を販売する店がなくなってしまった。高齢者は日々の食事 

    困るようになる。 



 

 ・災害時の連絡体制を確立 

  地区内（２１町内会）に自主防
災組織を整備 

 

 ・組織図 ← 

 



 

 

 向こう三軒両隣の支援 （手あげ方式・同意方式で９５名が登録） 

 申請様式  

 
 



 

 ○ 整備した自主防災組織及び要援護者台帳等の検証。 

     地域の防災訓練は４年に１回開催することを決定  

 



 



○ 過疎化､マイカーの普及､大型店の 進出等で食料品や日用雑貨を 

  扱う店が年々姿を消していく中、中越大震災は一層の拍車をかけ 

  地区内唯一のスーパーマーケットをも撤退に追いやった。 

  買い物にいけない高齢者などは日々の食事に困り、コミュニティ 

  に救 済を求めてきた。 

○ 平成１７年度､コミュニティの「住民起業室」ではその解決策を 

  探り、平成１８年５月２７日、「暖暖」をオープンした。 



 

場所：コミセン入り口の車庫の一角 
家主：割烹「大和屋」さんが住宅全壊により、    
   個人所有の車庫を仮設住宅として使っ
た 
   場所を借用。 
面積：販売所２１．１２㎡ 

     調理室１４．６４㎡ 
費用：保健所の指導を基に最低限の改修。 

   事業費は市の活動事業補助金100万円
を 

   充てる。 

スタッフ：約１２人 

 
 





四谷地内 

クリーンセンター 

         柏崎市の被害  北条の被害 
 死 亡         １４人        ０人 
 けが人      １，６６４人        ３人 
 全 壊      １，１２１棟        ８棟          
 大規模半壊      ６７６棟       ２２棟 
 半 壊      ３，９０４棟          １２５棟 
 一部損壊   ２２，７０５棟     １，０８８棟 



１ 地震発生から１時間以内でコミュニティに地区災害対策本部を開設。 

２ 災害本部開設後、約２時間で全町内会（自主防災会）から被害報告 を 

  受ける。 

３ 要援護者台帳に登録された要援護者の安否確認及び、避難所へ 

   の誘導がスムースにできた。 

４ 救援物資の把握と配給は迅速に対応できた（Ｂシートや土嚢袋等）。  

５ 震災翌日には全自主防災会長を招集し、「防災会議」を開催し、の情報 

  を共有し、今後の対策を検討する。地区と行政の窓口となる。 

６ 震災直後からの炊き出しは「暖暖」が、「人材バンク」は高齢者の部屋の 

  片付けや通院介助、悩み相談などの救援活動を行った。    

   



  

 ２回の未曾有の地震を被災したことで、災害時の連絡手段の確保は 

 必須課題となり、コミセンをキー局として各自主防災会と無線をネット 

 ワーク化した。財源は各町内会の復興基金を出し合う。 

 





 

○ 震災復興基金を基にした復興デザイン策定事業並びにデザイン 

  先導事業（1,000万円）を活用し、コミュニティ計画（復興基本 

  計画）の見直し点検を行うと共に、お総菜のお店兼工房であっ 

  た暖暖」を全面リニューアルし、地域復興のシンボルとして、 

  または地域づくりの活動拠点として整備することを決定。 

  





平成２１年度  

 ・学校・地域連携の防災訓練 

 ・市民レポーター養成講座 

 ・地域間交流  つくば市北条振興会・藤沢市六会地区   

   

平成２２年度  

 ・防災マップ作成（町内会長がeコミマップに入力） 

 ・災害救援ボランティア受け入れ訓練  

 ・市民レポーター養成講座 

 ・地域間交流  藤沢市六会地区  ちびっ子博士疎開体験講座   



 

○ 平日の昼間、授業中に大規模災害が発生したと想定し、子どもた 

  ちを安全に帰宅させる（保護者に引き渡す）ために学校・家庭・ 

  地域が連携した訓練を実施。 

   



○ 東日本大震災を受け、日頃から顔の見える持続的な交流をこそ、い 

     ざという時に頼れる「絆」を築くことになることを痛感したコミュニティで 

   は、地域をあげての本格的交流を推進していくことを決定。  

○  ２３年度６月：地区民親睦旅行を兼ね、北条地区民４０名が藤沢市六 

    会地区を訪問し、親交を深めた。 

○   同年１１月：交流施設「さらい」完成祝いを兼ね、六会地区民１７名を最 

   初のゲストとしてお迎え、交流。 

○ ２４年２月：災害時だけでなく、日常的に、世代を超えての交流を誓い  

   合う「地域間交流のための覚書」を交わした。 

。 



○ 東日本大震災を契機に、役員を中心としたつながりから住民同士 

  の顔が見える交流へと機運が高まった。 

  交流施設は万一の際の避難施設と併せて北条地区の自然や農村文 

   化を知ってもらう施設として、地区内の空き家を借用してリフォ 

  ームした。 

○ ２３年度：木造一部２階建ての１階部分と外壁の一部を改築 

○ ２４年度：外構部分（物置解体・庭づくり・手作りピザ窯） 



お疲れ様でした。 お疲れ様でした。 




